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題 字 　 故  田 伏 福 男 先 生

ご
あ
い
さ
つ

　

愛
友
会
の
皆
様
、
お
久
し
ぶ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
の
ご
厚
情
の
数
々
に
対
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

愛
友
会
は
、
卒
業
生
の
ご
両
親
か
ら
な
る
後
援
会
、

在
学
生
の
保
護
者
の
集
い
で
あ
る
教
育
会
、
短
大
の
同

窓
会
で
あ
る
め
ぐ
み
会
と
協
働
し
て
、
信
愛
教
育
を

し
っ
か
り
と
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
強
固
な
柱
で
す
。

ど
の
一
本
が
欠
け
て
も
屋
台
骨
が
歪
み
そ
う
に
な
り
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
苦
労
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
私
た
ち
。

こ
の
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
近
の
学
院
の
状
況
を
少
し
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

天
の
下
で
は
、
何
事
に
も
定
ま
っ
た
時
期
が
あ
る

　
　
　
　

す
べ
て
の
営
み
に
時
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
コ
ヘ
レ
ト
三
の
一
～

　

既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
二
〇
一
二
年
四

月
一
日
、
中
高
等
学
校
長
が
代
わ
り
ま
し
た
。
新
校
長

は
松
尾
誠
先
生
で
す
。
ご
両
親
（
松
尾
國
夫
先
生
・
あ

さ
え
先
生
）
も
、
信
愛
の
先
生
で
し
た
。
在
任
中
の
先

生
方
は
、
特
に
専
門
教
科
を
通
し
て
信
愛
教
育
に
全
力

投
球
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
勘
定
の
な
い
先
生
方
の

真
実
な
あ
り
様
が
、
生
徒
に
分
か
ら
な
い
筈
が
あ
り
ま

せ
ん
。
優
し
く
、
温
も
り
の
あ
る
先
生
。
生
徒
た
ち
か

ら
と
て
も
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
な
人
的
環
境

の
中
で
育
ま
れ
た
誠
先
生
の
今
後
に
期
待
が
集
ま
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

余
談
で
す
が
、
高
等
学
校
体
育
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

し
て
「
メ
イ
ポ
ー
ル
・
ダ
ン
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
複
数
で
あ
れ
ば
あ
ま
り
人
数
制
限
が
な
く
、
自
然

に
輪
の
中
に
入
っ
て
ダ
ン
ス
を
す
る
陽
気
な
若
者
た

ち
。
春
の
一
時
を
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
楽
し
ん
で
い

る
何
と
も
微
笑
ま
し
い
風
景
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

に
必
要
な
の
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
、
自
己
を
律
す

る
協
力
の
精
神
、
心
の
一
致
で
す
。」

　

簡
単
に
云
え
ば
、
メ
イ
ポ
ー
ル
・
ダ
ン
ス
と
は
こ
の

様
な
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
を
巡
ら
し
て
お
り
ま

す
。
導
入
の
経
緯
等
よ
く
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
あ
さ

え
先
生
の
ご
指
導
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
展
開
が
な
さ

れ
、
現
在
に
続
い
て
い
る
の
で
す
。

　

二
〇
一
三
年
度
は
、
次
の
ス
タ
ッ
フ
で
出
発
致
し
ま

す
。

　
　

上
田
恭
子
幼
稚
園
園
長　

岩
熊
美
奈
子
小
学
校
長

　
　

松
尾
誠
中
高
等
学
校
長　

髙
坂
祐
夫
短
期
大
学
長

　

特
に
教
学
面
に
於
け
る
責
任
者
と
し
て
、
教
職
員
と

心
を
ひ
と
つ
に
、
先
ず
豊
か
さ
の
あ
る
明
る
く
、
生
き

生
き
と
し
た
学
び
の
園
を
構
築
で
き
た
ら
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
更
に
は
、
学
生
・
生
徒
が
心
安
ら
か
に
勉
強

に
集
中
出
来
る
様
、
よ
り
一
層
の
環
境
整
備
が
可
能
に

な
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
阪
信
愛
は
、
来
年
で
創
立
百
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

人
の
世
、
嬉
し
い
こ
と
も
、
幸
せ
な
こ
と
も
一
杯
あ
り

ま
す
。
時
に
苦
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
こ
の
時
を
大
切
に
、
大
阪
信
愛
に
示
さ

れ
る
、
行
く
べ
き
道
を
真
摯
に
歩
ん
で
い
る
な
ら
、
ど

ん
な
に
辛
く
て
も
、
ま
た
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
、
必

ず
や
信
愛
の
時
は
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と

し
て
は
出
来
る
こ
と
を
、
手
を
抜
く
こ
と
な
く
具
体
的

に
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
努
力
が

み
旨
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
様
に
。

愛
友
会
の
皆
さ
ま

　

十
分
な
報
告
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
許
し
下
さ

い
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
も
の
の

多
寡
が
価
値
判
断
の
基
準
で
は
な
く
、
真
に
大
切
な
も

の
に
気
づ
き
、
知
的
に
も
精
神
的
に
も
豊
か
な
人
材
の

養
成
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
一
隅
を
照
ら
す
光

と
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
の
建
設
に
貢
献
す
る
こ
と
が

出
来
る
様
、
各
自
の
意
識
向
上
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
私
た
ち
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

大
阪
信
愛
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
の
校
長
に
就

任
し
て
、
早
く
も
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、

私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
を
込
め
、

ま
た
新
た
な
決
意
の
内
に
二
年
目
に
入
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
信
愛
教
育
の
継
承
・
深
化
・

進
化
を
掲
げ
、「
信
じ
る
心
、
愛
す
る
心
を
み
ん
な
の

中
に
」
を
年
間
目
標
に
、
過
ご
し
た
一
年
間
で
し
た
。

そ
の
思
い
で
、
我
々
教
職
員
一
同
は
、
一
二
八
年
に
及

ぶ
大
阪
信
愛
女
学
院
の
伝
統
に
培
わ
れ
た
信
愛
教
育
の

心
を
正
し
く
継
承
し
、
常
に
信
愛
教
育
の
真
の
意
味
を

深
く
探
求
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
、
更
に
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
、
時
代
を
先
取
り
す
る
教

育
内
容
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
更
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
大
阪

信
愛
女
学
院
高
等
学
校
を
目
指
し
て
突
き
進
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
支
援
を
今
年
度
も
積
極
的
に
実
行
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
愛
友
会
の
会
員
の
皆
様
に
も
ご
協

力
頂
き
、
よ
り
大
き
な
支
援
を
実
現
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
愛
友
会
総
会
が
、
例
年
通
り
開
催
さ
れ
ま

す
事
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
今
ま
で
足
を
運

ば
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
も
、
是
非
、
多
数
ご
参
加
頂

き
、
盛
大
な
集
い
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
皆
様
の
青
春
時
代
を
過
ご
さ

れ
た
大
阪
信
愛
女
学
院
の
現
状
も
ご
報
告
さ
せ
て
頂
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
愛
友
会
総
会
が
、

愛
友
会
の
皆
様
と
大
阪
信
愛
女
学
院
に
と
っ
て
意
義
深

く
、
心
温
ま
る
会
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

縄
田
　
訷
子

学
院
長
・
理
事
長

シ
ス
タ
ー

松
尾
　
　
誠

中
学
校
・
高
等
学
校

校
長

ご
あ
い
さ
つ



平成25年度 総会のお知らせ

※当日はお車での参加はご遠慮下さい。
　諸々のご都合によりお車で参加される方
は、飲酒は絶対にしないで下さい。

場 所

平成25年５月26日（日）
	 受　付	 10時30分	 開　会	 11時
	 ～総会次第～
	 第１部	 11時～総会
	 第２部	 11時45分～会食（和会席）	
	 	 学校の状況及び来賓紹介
	 第３部	 13時30分～14時30分

日 時

会 費

締め切り

５月10日㈮までに同封の振込用紙でお申込み下
さい。振込用紙の控えは当日参加券になりますの
で必ずお持ち下さい。

三
み

 瀬
せ

　 顯
あきら

 （俗称 みせけん）太閤園３Fダイヤモンドホール
　（大阪市都島区網島町９－10　☎06－6356－1110）

　10,000円

● JR 東西線大阪城北詰駅（３号出入口）より徒歩１分
●京阪京橋駅（片町口）より徒歩７分
●地下鉄長堀鶴見緑地線京橋駅（２番出口）より徒歩５分
●市バス東野田停留所より徒歩３分

Access

大阪市北区西天満４丁目４番18号
� 梅ヶ枝中央ビル９階
三瀬顯法律事務所
	 TEL	 06-6360-2288
	 FAX	 06-6360-2275

愛媛県大洲市出身
昭和15年生まれ
昭和38年３月　中央大学法学部法律学科卒業
昭和42年４月　大阪弁護士会所属弁護士

【趣味・活動】
１　囲碁（日本棋院５段）
２　ゴルフ（ハンディ12）
３　NHKバラエティ生活笑百貨に25年レギュラー出演
４　その他各局テレビ・ラジオ出演
５　府市町村・ＰＴＡ・各種団体などに講演および随筆活動

【著　書】
１　雑学３分間ビジュアル図解シリーズ「よくわかる！民法」
　　（PHP研究所）
２　暮らしのトラブル100問100答（PHP研究所）
３　民法「困ったときに読む本」（かんき出版）
４　手にとるように法律のことがわかる本（かんき出版）
５　男と女の法律マニュアル（主婦と生活・監修）
６　頭のいい民法実用集（スタープレス・監修）
　　その他

略　歴
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前
日
の
雪
も
止
み
、
卒
業
式
ら
し
い
凛
と
し
た

冷
え
の
朝
、
第
65
回
卒
業
生
１
８
３
名
が
学
院
を

巣
立
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
愛
友
会
会

員
と
し
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
役
員
一
同
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
総
会
に
は
、
１
０
２
名
の
ご
参
加

を
戴
き
、
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
が
満
席
と
な
り
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
、
生
演
奏
と
コ
ー
ラ
ス
に
依
る
校
歌
斉

唱
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
吹

奏
楽
・
コ
ー
ラ
ス
そ
し
て
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
優
し
い

音
色
に
癒
さ
れ
満
ち
足
り
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
づ
く
り
に
は
、
先
生
を
は
じ
め
生
徒

さ
ん
方
の
素
早
い
行
動
力
と
連
携
プ
レ
ー
に
助
け

ら
れ
立
派
に
で
き
ま
し
た
こ
と
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

11
月
３
日
の
信
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
会

員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
後
援
会
・
め
ぐ
み
会
他
関

係
の
方
々
に
余
剰
品
・
手
芸
品
を
多
数
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
予
想
以
上
の
収
益
に
ほ
っ
と
い
た
し
ま

し
た
。
当
初
の
予
定
通
り
全
額
を
学
院
に
寄
贈
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
25
年
度
総
会
案
内
の
「
あ
し
わ
け

ぶ
ね
」
発
行
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
諸
先
生
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
５
月
26
日
（
日
）
太
閤
園
を
お
借
り
し

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
三
瀬
顯
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
私
達
に
も
解
り
易
い
法
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
役
員
一
同
皆
様
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

田
中 

初
野

愛
友
会
会
長

（
高
校
18
期
）

総
会
に
よ
せ
て
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役
談
相

 

代
五

　

女
高
（
子
和

32

）
期

 

野
大

　

女
高
（
子
寿

33

）
期

 

女
高
（
江
美
壽
田
加

33

）
期

会
　
長 

中
田

　

校
高
（
野
初

18

）
期

長
会
副

 

本
山

　

校
高
（
美
安

15

）
期

 

校
高
（
子
美
登
田
朝

18

）
期

書
　 

記 

校
高
（
子
和
美
澤
廣

18

）
期

 

校
高
（
り
ど
み
利
茂

32

）
期

会
　 

計 

本
橋

　

校
高
（
子
幸

18

）
期

 

本
岡

　

校
高
（
子
幸

15

）
期

査
監
計
会

 

田
玉

　

校
高
（
智
三

10

）
期

幹
　 

事 

東

　
　

女
高
（
子
秀

32

）
期

 

村
西

　

女
高
（
子
俊

33

）
期

幹
　 

事 

校
高
（
子
津
美
利
大

13

）
期

 

野
小

　

校
高
（
子
桂

17

）
期

 

野
丸

　

校
高
（
紀
美

37

）
期

 

島
実

　

校
高
（
美
直

37

）
期

 

川
今

　

校
高
（
穂
紫

44

）
期

 

井
高

　

校
高
（
織
佐

44

）
期

役 

員 

一 

覧

顧
　 

問 

女
高
（
子
重
八
倉
小

29

）
期

役
談
相

 

田
山

　

女
高
（
子
敏

29

）
期

長
部
支

 

村
奥

　

校
高
（
子
泰

3

）
期

長
部
支
副

 

原
石

　

校
高
（
子
裕

13

）
期

 

並
野

　

校
高
（
子
昌

13

）
期

書
　 

記 

校
高
（
恵
美
寿
本
坂

9

）
期

 

葉
草

　

校
高
（
子
町

18

）
期

会
　 
計 

野
久

　

校
高
（
子
幸

11

）
期

 

本
上

　

校
高
（
子
昌

11

）
期

監
　 

査 
橋
高

　

校
高
（
子
伸

27

）
期

幹
　 

事 
谷
三

　

女
高
（
子
敏

38

）
期

 

森

　
　

校
高
（
子
高

22

）
期

 

橋
高

　

校
高
（
幸
美

42

）
期

 

校
高
（
こ
え
ち
田
八

24

）
期

成
平

24

度
年

子
様
の
会
総

　

総
た
し
ま
れ
さ
催
開
で
校
母
に
り
ぶ
年
数…

会
　

か
れ
忘
く
強
は
絆
の
愛
信
お
な
、
今
も
つ
つ

想
に
々
夫
を
時
当
た
し
ま
い
て
し
と
う
よ
け

。
た
し
ま
い
ざ
ご
で
会
機
い
良
す
だ
い

　

ベ
ド
ン
ハ
、
部
唱
合
、
部
ド
ン
バ
ス
ラ
ブ

を
耳
に
奏
演
い
し
美
の
達
ん
さ
徒
生
の
部
ル

過
く
し
か
懐
を
代
時
の
花
層
一
り
よ
、
け
傾

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
す
ご

　

、
さ
し
美
く
輝
の
達
ん
さ
徒
生
の
中
奏
演

に
共
私
る
あ
で
輩
先
が
さ
清
の
心
な
直
素

。
す

　

い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
を
奏
演
い
し
ら
晴
素

。
た
し
ま

　

躍
活
ご
の
す
ま
す
ま
、
の
ん
さ
皆
の
員
部

。
す
ま
い
て
し
待
期
を

謝
感
に
い
合
出

　

間
時
。
た
し
ま
り
な
に
期
次
る
返
り
振
を
年
一
や
早
も
年
今

り
振
を
間
年
十
三
足
発
部
支
。
す
で
り
か
ば
く
驚
に
さ
速
の

出
の
様
皆
。
す
ま
り
お
て
じ
感
み
じ
み
し
と
だ
の
る
い
て
れ
ら

存
な
様
の
ン
ト
バ
く
行
て
げ
な
つ
へ
方
の
輩
後
し
謝
感
に
い
合

中
田
め
じ
は
を
生
先
長
校
尾
松
。
す
ま
い
思
と
い
た
り
な
に
在

力
努
同
一
部
支
ら
が
な
り
賜
を
導
指
御
の
々
方
の
員
役
他
長
会

。
す
ま
い
思
と
い
た
し

部
支
京
東

30

年
周

　

か
お
の
ま
さ
皆
の
会
友
愛

る
去
、
て
し
ま
ち
も
を
げ

11事
る
す
催
開
に
事
無
を
ル
バ

。
た
し
ま
き
で
が

　

皆
の
員
職
教
は
に
節
の
そ

に
ま
さ
皆
の
会
友
愛
、
ま
さ

か
も
に
い
願
お
る
な
重
度
は

の
し
く
尽
心
お
面
方
多
ず
ら
わ
か

が
り
あ
に
誠
き
頂
供
提
ご
を
物
品

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と

　

の
で
位
単
ス
ラ
ク
業
卒
て
し
ま
え

　

る
な
く
な
少
も
事
く
行
に
校
学
来
以
業
卒
も
に
様
皆

。
す
ま
い
思
と
ば
れ
な
に
け

　

協
ご
と
解
理
ご
の
層
一
に
動
活
の
会
友
愛
も
と
後
今

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ
よ
を
力

 

島
実

　

、
年
来
は
愛
信。

か
う

　

す
ま
す
ま
の
校
母

友
愛
い
願
を
展
発
の

触
の
心
と
心
の
と
会

す
ま
き
続
が
い
合
れ

祈
お
り
よ
心
を
と
こ

。
す
ま
し
た
い
り

東京支部
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○
同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
な
ど
開
か
れ
る
機
会
が
あ
る
場

合
は
、
母
校
の
愛
友
会
館
で
も
同
窓
会
が
出
来
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
又
、
宛
名
シ
ー
ル
・
案
内

ハ
ガ
キ
な
ど
の
ご
用
意
も
出
来
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　
ま
た
、愛
友
会
の
幹
事
会
に
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
信
愛
女
学
院
同
窓
会
事
務
局

　

〒
５
３
６-

８
５
８
５

　

大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
古
市
２-

７-

３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
０
６
）６
９
３
９-

７
１
６
１

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

卒
業
記
念
品
の
贈
呈

現
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
の
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

同
窓
会
事
務
局
宛
ま
で
お
手
数
で
す
が
お
葉
書
・
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
個
人
情
報
の
間
違
い
を
防
止
す
る
為
、お
電
話
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

愛友会ホームページ!

      ホームページ閲覧は

http://www.bikita.jp/
よりアクセスしてください。

会員参加型ホームページ「bikita」開設!!

　

20
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
。
古
希
を
祝
っ
て
皆
様
の
一
言
で
す
。

　平成20年４月に愛友会ホームページをリニューアルしました。
　そこで、同窓会会員からの情報発信をご提供する場、そして会員相互
の交流の場として会員参加型ホームページという形に一新致しました。
参加にはID、パスワードの入力が必要となりますが、同封しております
振込用紙に各会員様のID、パスワードを記載しておりますのでそちらを
ご入力下さい。
　今後、同窓会の活動のお知らせや案内は勿論、更なる会員相互の交流

の場として会員の皆様と共に成長さ
せていきたいと存じます。
　どうか、同窓会の更なる発展とホー
ムページの充実のため、皆様にご登
録いただきますようお願い申し上げ
ます。

東
北
地
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
院
行
事

　

一
昨
年
の
三
月
、

東
北
で
の
未
曾
有
の

大
震
災
―
―
カ
ト

リ
ッ
ク
の
「
人
の
為

に
尽
く
す
」
と
い
う

精
神
の
も
と
、
本
校

中
・
高
で
は
、
一
年

限
り
で
は
な
く
、
長

続
き
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
…
と
い
う

考
え
の
も
と
、
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
昨
年

と
ク
リ
ス
マ
ス
に

は
、
中
一
～
高
三
ま

で
が
、
学
年
で
協
力
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
、
昨
年
は
、
春
と
夏
休

み
に
、
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
岩
手
県
に
参
り
ま
し
た
。
二
回

共
、
希
望
者
が
多
く
、
選
抜
さ

れ
た
、
春
に
は
三
名
、
夏
に
は

八
名
の
本
校
高
校
生
が
、
地
元

の
方
々
の
お
手
伝
い
を
し
て
来

ま
し
た
。

　
〝
十
年
は
最
低
で
も
続
け
た

い
〟
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、

た
と
え
世
間
の
関
心
が
薄
れ
て

い
く
事
が
あ
っ
て
も
、
信
愛
の

心
を
持
っ
た
在
校
生
が
、
着
実

に
活
動
を
続
け
て
い
く
事
に
な

る
で
し
ょ
う
。

高
校
十
三
期　

Ｆ
組

同
窓
会
報
告

 

二
月
二
十
日
（
水
）、
卒
業
生
一
八
三
名
の
方
に
愛
友

会
よ
り
、
パ
ス
ケ
ー
ス
を
記
念
品
と
し
て
送
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
後
、
卒
業
ミ
サ
が
講

堂
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。


